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(54)【発明の名称】 予備配線を有する液晶表示装置

(57)【要約】
【目的】  バスラインに腐食を生じさせるような問題を
招くことなく、観測すべきバスラインを自由に選択する
ことを可能とする。
【構成】  表示領域１０ｄが画定された基板１０と、こ
の基板１０に支持され表示領域の一方の縁辺の近傍にそ
の一端が配され当該一方の縁辺に相対する表示領域の他
方の縁辺の近傍にその他端が配されかつ当該領域にわた
り互いに直交して延在し配列された２系列バスライン
４，５とを有する液晶表示装置。本装置は、バスライン
のうち一方の系列のバスライン（４又は５）の観測対象
とする全ての他端部に電気的絶縁層７を介して交わるよ
うに延在するとともに、当該他方系列のバスライン（５
又は４）の一端側の所定箇所に引き出され外部との電気
的接続可能な結合部６ｐを形成する導電性予備配線パタ
ーン６ｈ，６ｖを有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  表示領域が画定された基板と、この基板
に支持され前記表示領域の一方の縁辺の近傍にその一端
が配され当該一方の縁辺に相対する前記表示領域の他方
の縁辺の近傍にその他端が配されかつ当該表示領域にわ
たり互いに直交して延在し配列された２系列バスライン
とを有する液晶表示装置であって、
前記基板に支持され、前記バスラインのうち一方の系列
のバスラインの観測対象とする全ての他端部に電気的絶
縁層を介して交わるように延在するとともに、当該他方
系列のバスラインの一端側の所定箇所に引き出され当該
所定箇所において外部との電気的接続可能な結合部を形
成する導電性予備配線パターンをさらに有する、液晶表
示装置。
【請求項２】  請求項１に記載の装置であって、前記基
板に支持され、前記バスラインのうち他方の系列のバス
ラインの観測対象とする全ての他端部に電気的絶縁層を
介して交わるように延在するとともに、当該一方系列の
バスラインの一端側の所定箇所に引き出され当該所定箇
所において外部との電気的接続可能な結合部を形成する
予備配線パターンをさらに有することを特徴とする液晶
表示装置。
【請求項３】  請求項１又は２に記載の装置であって、
前記バスラインと前記予備配線パターンとの交点は、前
記表示領域外に存在し、前記予備配線パターンは、略一
直線状に引かれていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】  請求項１，２又は３に記載の装置であっ
て、前記予備配線パターンは、前記バスラインと前記予
備配線パターンとの交点位置においてレーザ光を照射さ
れる溶接工程において溶融可能な導電性物質により形成
され、前記絶縁層は、前記溶接工程において破壊可能な
電気的絶縁性の物質により形成され当該破壊後に形成さ
れたスルーホールを通じて当該溶融した導電性物質が当
該交点位置におけるバスラインの他端部及び予備配線パ
ターンを結合させることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】  請求項１ないし４のうちいずれか１つに
記載の装置であって、前記予備配線パターンは、レーザ
光の照射により前記バスラインと前記予備配線パターン
との交点間において切断可能であることを特徴とする液
晶表示装置。
【請求項６】  請求項１ないし５のうちいずれか１つに
記載の装置であって、前記バスラインの一端に接続され
画素駆動用信号を前記バスラインに供給する駆動回路ユ
ニットをさらに有することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項７】  請求項１ないし５のうちいずれか１つに
記載の装置であって、前記バスラインは、当該表示装置
の画素電極と共働して画素データの補助的な保持機能を
なす蓄積キャパシタを形成するためのバスラインである
ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項８】  請求項１ないし７のうちいずれか１つに*
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*記載の装置における前記結合部を用いて前記バスライン
のいずれかの電気的特性を観測する観測方法。
【請求項９】  請求項８に記載の方法であって、前記結
合部は、前記基板において導電表面が露出され、この導
電表面から電気的特性を観測することを特徴とする観測
方法。
【請求項１０】  請求項８に記載の方法であって、前記
結合部は、ＴＡＢテープにより支持される導電性の延長
配線パターンと接続され、この延長配線パターンの露出
表面から電気的特性を観測することを特徴とする観測方
法。
【請求項１１】  請求項８に記載の方法であって、前記
結合部は、ＴＡＢテープにより支持される導電性の延長
配線パターンと接続され、前記延長配線パターンは、プ
リント板により支持される導電性のパッドと接続され、
このパッドから電気的特性を観測することを特徴とする
観測方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、液晶表示装置に
関する。本発明は特に、電気的特性を観測することを可
能にする予備配線パターンを有する液晶表示装置に関す
る。本発明はまた、かかる予備配線パターンを用いて液
晶表示装置のバスラインの電気的特性を観測する方法に
関する。
【０００２】
【従来の技術】この種の液晶表示装置は、例えば特開平
４－２３３５１４号（又はこの対応出願による米国特許
第５，３４９，２２６号）公報に開示されている。
【０００３】この公報には、絶縁性基板上に薄膜トラン
ジスタがマトリクス状に形成された薄膜トランジスタア
レイを備え、該薄膜トランジスタアレイのゲートバスラ
イン及びソースバスラインの一部に、金属部が露出する
プロービング用のコンタクトパッドを形成したアクティ
ブマトリクス基板を有する液晶表示装置が記載されてい
る。これにより、この液晶表示装置の実際の動作中に、
バスラインの信号波形を観測するためのプローブを目視
により当該金属部に容易に接触させることができ、バス
ラインに破壊や切断といった不具合を生じることなく動
作確認することを可能にしている。
【０００４】しかしながら、かかる従来技術において
は、基板上にバスラインに近接して形成されたコンタク
トパッドの金属部は、少なくとも波形観測時には外部露
出を余儀なくされるものである。したがって当該金属部
は、プローブとの接触により何らかの損傷を受けざるを
得ないものであり、かかる損傷が金属腐食を促進させひ
いてはバスラインへもその導電特性の悪化等の影響を与
えかねない。
【０００５】従来技術はまた、コンタクトパッドが設け
られた特定のバスラインに対してのみ波形観測を可能と
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するものである。したがって、波形観測の対象とするバ
スラインには決まってコンタクトパッドを設けなければ
ならないし、予め全てのバスラインにコンタクトパッド
を設けたとしても、波形観測の不要なバスラインがあっ
た場合は、波形観測にも用いられずしかも上述した腐食
問題だけを誘発することとなり、融通性に乏しく不利で
ある。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】本発明は、上述した点
に鑑みてなされたものであり、バスラインに腐食を生じ
させるような問題を招くことなく、観測すべきバスライ
ンを自由に選択できる液晶表示装置及び方法を提供する
ことである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に、本発明による一態様の液晶表示装置は、表示領域が
画定された基板と、この基板に支持され前記表示領域の
一方の縁辺の近傍にその一端が配され当該一方の縁辺に
相対する前記表示領域の他方の縁辺の近傍にその他端が
配されかつ当該表示領域にわたり互いに直交して延在し
配列された２系列バスラインとを有する液晶表示装置で
あって、前記基板に支持され、前記バスラインのうち一
方の系列のバスラインの観測対象とする全ての他端部に
電気的絶縁層を介して交わるように延在するとともに、
当該他方系列のバスラインの一端側の所定箇所に引き出
され当該所定箇所において外部との電気的接続可能な結
合部を形成する導電性予備配線パターンをさらに有する
ようにしている。
【０００８】この態様において、前記基板に支持され、
前記バスラインのうち他方の系列のバスラインの観測対
象とする全ての他端部に電気的絶縁層を介して交わるよ
うに延在するとともに、当該一方系列のバスラインの一
端側の所定箇所に引き出され当該所定箇所において外部
との電気的接続可能な結合部を形成する予備配線パター
ンをさらに有することができる。
【０００９】また、前記バスラインと前記予備配線パタ
ーンとの交点は、前記表示領域外に存在し、前記予備配
線パターンは、略一直線状に引かれうる。
【００１０】また、前記予備配線パターンは、前記バス
ラインと前記予備配線パターンとの交点位置においてレ
ーザ光を照射される溶接工程において溶融可能な導電性
物質により形成され、前記絶縁層は、前記溶接工程にお
いて破壊可能な電気的絶縁性の物質により形成され当該
破壊後に形成されたスルーホールを通じて当該溶融した
導電性物質が当該交点位置におけるバスラインの他端部
及び予備配線パターンを結合させることができる。
【００１１】さらに、前記予備配線パターンは、レーザ
光の照射により前記バスラインと前記予備配線パターン
との交点間において切断可能である。
【００１２】さらに、前記バスラインの一端に接続され
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画素駆動用信号を前記バスラインに供給する駆動回路ユ
ニットをさらに有しうる。
【００１３】また、前記バスラインは、当該表示装置の
画素電極と共働して画素データの補助的な保持機能をな
す蓄積キャパシタを形成するためのバスラインとするこ
ともできる。
【００１４】本発明はまた、上記各態様の装置における
前記結合部を用いて前記バスラインのいずれかの電気的
特性を観測する観測方法をも提案するものである。
【００１５】ここで前記結合部は、前記基板において導
電表面が露出され、この導電表面から電気的特性を観測
することができる。
【００１６】或いは、前記結合部は、ＴＡＢテープによ
り支持される導電性の延長配線パターンと接続され、こ
の延長配線パターンの露出表面から電気的特性を観測す
ることができる。
【００１７】他にも、前記結合部は、ＴＡＢテープによ
り支持される導電性の延長配線パターンと接続され、前
記延長配線パターンは、プリント板により支持される導
電性のパッドと接続され、このパッドから電気的特性を
観測する態様も実施可能である。
【００１８】本発明は、バスラインから直接的に信号波
形を観測する態様では表示品質に強く係わるバスライン
の腐食を招来し易い、という認識に基づいている。本発
明はまた、最初から観測対象のバスラインを定めずに、
実際の検査時において観測に必要なバスラインのみを自
由に選択でき、しかも当該腐食問題をも回避できる構成
を模索して得られたものである。
【００１９】本発明によれば、予備配線パターンを、対
象とする全てのバスラインに、接続するのではなく絶縁
層を介して交差させるようにしている。これにより、バ
スライン及び予備配線パターンを有する基板アセンブリ
の製造が完了してもなお、観測の対象を任意なものとし
ている。そして、実際の検査に際して真に必要と判断さ
れたバスラインのみ選択して予備配線パターンと接続
し、当該予備配線パターンを通じた観測を可能としてい
るのである。しかも、当該観測後は、予備配線パターン
を途中で切断できるので、予備配線パターンのバスライ
ンへの影響（例えば抵抗値や寄生容量などの増加）を最
小限に止めることができる。そしてバスラインは、観測
時に直接的に外部と接続されることはないので、腐食し
ずらいものとなるのである。
【００２０】
【発明の実施の形態】以下、本発明による上記態様及び
その他の態様を、添付図面を参照して詳細に説明する。
【００２１】
【実施例１】図１は、本発明による一実施例の液晶表示
装置に用いられる一方の基板アセンブリ１００の構成を
平面図にて概略的に示している。
【００２２】なお、この一方の基板アセンブリ１００に
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対向して他方の基板アセンブリ２００が組み合わされ、
両者の間に液晶媒体が封入されて最終的な液晶表示装置
（パネル）が構成されるが、ここでは説明を簡明とする
ため、主として一方の基板アセンブリの構成を述べるこ
ととする。
【００２３】図１において、基板アセンブリ１００に
は、後述するその基板本体に所定の表示領域１０ｄが画
定され、この領域において表示すべき画像が形成され
る。基板アセンブリ１００には、表示領域１０ｄにわた
り互いに直交して延在し配列された２系列バスライン４
及び５が設けられる。通常、一方の系列のバスライン４
は、表示領域１０ｄの一方の縁辺（図の左側）からこれ
に相対する他方の縁辺（右側）へと水平方向に平行に走
り、他方の系列のバスライン５は、表示領域１０ｄの別
の一方の縁辺（下側）からこれに相対する他方の縁辺
（上側）へと垂直方向に平行に走る。バスライン４及び
５は、レーザ光が照射されたときに溶融可能な導電性物
質、例えばアルミニウム等容易に溶融できる金属だけで
なく、クロム又はモリブデンなどの高融点金属によって
も形成される。また、これらバスラインは、基板アセン
ブリ１００においては実際の基体となる基板本体に直接
或いは種々の層を介して当該基板本体に支持される形態
を採るが、ここではその形態については省略する。
【００２４】基板アセンブリ１００にはまた、その左側
及び下側縁部近傍において、駆動回路ユニット、いわゆ
るドライバＩＣ３がここではＣＯＧ（Chip On Glass）
方式にて設けられる。これらドライバＩＣ３は、それぞ
れの出力端子がバスライン４及び５の一端と接続され、
当該出力端子からバスライン４及び５に個別に画素駆動
用信号を供給する。かかる画素駆動用信号としては、例
えば当該液晶表示装置がＴＦＴ（薄膜トランジスタ）の
アレイによるアクティブマトリクス型であれば、バスラ
イン４には当該ＴＦＴのゲートのための駆動信号が供給
され、バスライン５には当該ＴＦＴのソースのための駆
動信号が供給される。バスライン４の一端は、図２に示
されるように、ドライバＩＣ３の端子と接触するパッド
端子４ｅ１を形成し、バスライン５の一端も同様であ
る。図２は、図１において矢印ｘが指す当該表示装置の
一部分を拡大した図である。
【００２５】本実施例では、バスライン４及び５の他
に、これらバスラインの信号波形を観測するための予備
配線パターン６ｈ及び６ｖが基板１００に設けられてい
る。この予備配線パターン６ｈ及び６ｖは、導電性のも
のであって、上記表示領域１０ｄの外の領域にそれぞれ
水平及び垂直方向に延ばされて形成されるものである。
また、予備配線パターン６ｈ及び６ｖは、レーザ光が照
射されたときに溶融可能な導電性物質によって形成され
るのが好ましい。パターン６ｈ及び６ｖには例えば、容
易に溶融可能な金属としてのアルミニウム等の他に、ク
ロム又はモリブデンなどの高融点金属がある。予備配線
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パターンは、後にレーザ光の照射による、いわゆるレー
ザ溶接が施される。この溶接態様については後述する。
【００２６】一方の予備配線パターン６ｈは、垂直バス
ライン５のここでは全ての他端部（図の上側端部）に絶
縁層７（図３参照）を介して交わるように延在する。ま
たパターン６ｈは、水平バスライン４の一端側（図の左
側、ドライバＩＣ３との接続端子４ｅ１が形成される
側）の所定箇所、ここではドライバＩＣ３の配線領域の
外側部分（基板アセンブリ１００の左上コーナ部）に引
き出される。図３は、図２における構成の予備配線パタ
ーン６ｈに沿ったＩ－Ｉ断面を示したものである。
【００２７】他方の予備配線パターン６ｖは、水平バス
ライン４のここでは全ての他端部（図の右側端部）に絶
縁層７（図３参照）を介して交わるように延在する。そ
して、垂直バスライン５の一端側（図の下側、ドライバ
ＩＣ３との接続端子が形成される側）の所定箇所、ここ
ではドライバＩＣ３の配線領域の外側部分（基板アセン
ブリ１００の右下コーナ部）に引き出される。
【００２８】かかる所定箇所としては、信号波形を観測
し易い箇所が選ばれる。予備配線パターン６ｈの場合、
ここでは基板アセンブリ１００の縁部に最も近い位置に
おいて、外部との電気的接続可能な結合部６ｐを形成す
る。この結合部６ｐが、プローブ接触用のパッドを担
う。他方の予備配線パターン６ｖの場合も同様に結合部
が形成される。
【００２９】本例の予備配線パターン６ｈ，６ｖは、表
示領域１０ｄの外で主たるバスラインに沿って略直線状
に引かれているので、画像表示に支障を来すことなく対
応の結合部まで概ね最短距離にて信号を通じることがで
きる、という利点がある。
【００３０】
【信号観測】次に、かかる予備配線を使ってバスライン
の信号波形を観測する際の具体的態様について述べる。
なお、ここでは一方の予備配線パターン６ｈの使用法を
代表的に説明するが他方の予備配線パターン６ｖについ
ても同様である。
【００３１】図３に示されるように、予備配線パターン
６ｈは、ガラス基板１０に支持されつつ絶縁層７を介し
てバスライン５と交差している。予備配線パターン６ｈ
は、上記結合部６ｐを除き絶縁膜としてのレジスト８が
被覆されている。すなわち、結合部６ｐだけが外部に露
出される。
【００３２】このように構成される基板アセンブリ１０
０に対向して、もう片方の基板アセンブリ２００が組み
合わされ、両者の間に液晶媒体３００が封入される。か
かる封止は封止部材４００が使われる。なお、図３は、
本発明の要旨の説明としては不要な構成要素について
は、簡明とするために省略して描かれている。
【００３３】例えば最も左寄りのバスライン５

０
の信号

波形を観測する場合には、レーザビームＬ
０
をバスライ
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ン５

０
の他端部と予備配線パターン６ｈとの交点位置ｑ

０
に基板１０を介して照射する。これにより、バスライ
ン５

０
のレーザビームが照射された部分が溶融するとと

もに、絶縁層７のレーザビームが照射された部分が崩壊
しスルーホール７

０
が形成され、このスルーホールを通

じてバスライン５
０
の溶融金属が予備配線パターン６ｈ

の当該交点ｑ
０
に対応する部分に達する。こうしてバス

ライン５
０
と予備配線パターン６ｈとの結合がなされる

のである。
【００３４】なお、このような溶接工程においては、バ
スライン５

０
だけが溶融するのではなく、パターン６ｈ

の対応部分も適度に溶融して両者の物質が混じり合うよ
うになされるのが、電気的接続の信頼性の面から好まし
い。
【００３５】以上のようにしてバスライン５

０
と予備配

線パターン６ｈとを接続した後に、検査担当者又は検査
機器は、結合部６ｐに例えばプローブを当接しバスライ
ン５

０
の信号波形を観測することができる。

【００３６】これに対し、バスラインと予備配線パター
ン６ｈとを切り離す場合（切断工程）は、次のように行
う。
【００３７】例えば左から２番目のバスライン５

１
を切

り離す場合、バスライン５
１
の他端部と予備配線パター

ン６ｈとの交点位置ｑ
１
と、隣のバスライン５

２
の他端

部と予備配線パターン６ｈとの交点位置ｑ
２
との間の位

置にレーザビームＬ
１２
を基板１０を介して照射する。

これにより、絶縁層７のレーザビームが照射された部分
に穴が空き、これを通じて予備配線パターン６ｈが切断
される。そして同様に、今度は交点位置ｑ

０
と交点位置

ｑ
１
との間の位置に移して、レーザビームを基板１０を

介して照射し、予備配線パターン６ｈを切断する。
【００３８】かくしてバスライン５

１
の両側において予

備配線パターン６ｈが分断されるので、バスライン５
１

が予備配線パターン６ｈと接続された後でも、バスライ
ン５

１
の予備配線パターン６ｈを介した外部導電表面６

ｐへの電気的接続を止めることができるのである。
【００３９】上述した溶接工程と切断工程とを信号観測
をしつつ適宜繰り返し行うことにより、予備配線パター
ン６ｈが交差する全てのバスライン５に対して信号観測
を行うことができる。すなわち、最初に信号観測すべき
対象をパッド６ｐから最も遠いバスラインとし、この最
遠バスラインから当該パッドに近づくように順次信号観
測をするのである。より詳しくは、観測対象のバスライ
ンを溶接工程で予備配線パターンに接続し、接続された
バスラインを信号観測した後に、予備配線パターンの当
該バスラインの左側（パッド側）の部分を切断工程で切
断し、今度はパッド側の隣のバスラインを溶接工程で予
備配線パターンに接続……といった繰り返しを行うので
ある。
【００４０】なお、上記溶接工程及び切断工程に関して

8
は、特開平３－１５１１７７号（又はこれに対応する米
国特許第５，０３８，９５０号）公報や特開平５－１１
９３４９号（又はこれに対応する欧州特許出願第０ ５
３９ ９８１ Ａ１号）公報を参照することができる。
【００４１】上述した例では、基板１０側からレーザ光
を照射して溶接／切断をなす形態を説明したが、上側基
板アセンブリ２００を組み合わせる前の段階ならば、基
板１０とは反対側（図３の上側）からレーザ光を照射し
て、上記溶接工程及び切断工程と同様の処理を行うこと
も可能である。
【００４２】
【実施例２】図４は、本発明の他の実施例による、液晶
表示装置に用いられる一方の基板アセンブリとこれに組
み合わされる周辺部品との構成を、平面図にて概略的に
示している。
【００４３】図４における基板アセンブリ１００′で
は、ＴＡＢ（Tape Automated Bonding）方式によりドラ
イバＩＣ３をバスライン４及び５に接続するようにして
いる。したがって、図４のＩＩ－ＩＩ断面を示す図５か
らも分かるように、予備配線パターン６ｈは、その端部
においてＴＡＢテープ５００に形成された延長配線パタ
ーン５０ｐに結合するのに適したパターン形状及び結合
部６ｐ′を有する。
【００４４】ＴＡＢテープ５００は、ドライバＩＣ３が
実装されその各端子の接続パターンが形成される。これ
ら接続パターンは、基板アセンブリ１００′のバスライ
ン４又は５の一端とプリント板（ＰＣＢ）６００の搭載
回路とに接続するための接続パッドをテープ５００の左
右両側の縁部に形成する。
【００４５】結合部６ｐ′と延長配線パターン５０ｐと
の結合は、両者の間に周知の異方性導電物質５０Ａを挟
み込み熱圧着することによって行われる。
【００４６】図５に示されるように、延長配線パターン
５０ｐは、一端では予備配線パターン６ｐ′と結合され
る一方、他端では外部に露出している。この露出表面か
らバスラインの信号波形を観測することができる。
【００４７】
【実施例３】図６は、本発明のまた別の実施例による、
液晶表示装置に用いられる一方の基板アセンブリとこれ
に組み合わされる周辺部品との構成を、平面図にて概略
的に示している。
【００４８】図６における基板アセンブリ１００′も、
ＴＡＢ方式によりドライバＩＣ３をバスライン４及び５
に接続するようにしており、図５と同様の結合部６ｐ′
を有する。
【００４９】但し、ＴＡＢテープ５００′は、上記延長
配線パターン５０ｐよりもさらに長くプリント板６０
０′にまで延びる延長配線パターン５０ｆを有し、これ
が結合部６ｐ′と接続する。プリント板６００′には、
その搭載回路からの接続パターンから導かれた接続パッ
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ドとは別のプローブ用パッド６０ｐが当該プリント板の
縁部寄りに設けられている。延長配線パターン５０ｆ
は、この接続パッド６０ｐに例えば半田６０Ａによって
接合される。
【００５０】図７に示されるように、延長配線パターン
５０ｆは、一端ではＬＣＤ基板アセンブリ１００の予備
配線パターン６ｐ′と結合される一方、他端ではプリン
ト板６００′のパッド６０ｐと結合される。そしてこの
パッド６０ｐが外部に露出している。故にこのパッドか
らバスラインの信号波形を観測することができるのであ
る。
【００５１】なお、延長配線パターン５０ｆは、樹脂膜
５０ｒによって両端接続部以外は電気的に絶縁されてい
る。故にＴＡＢ５００′における当該パターンの外部露
出はない。
【００５２】
【変形例】基板アセンブリ１００の変形例としては図８
に示すものがある。
【００５３】図８から分かるように、予備配線パターン
６ｈ′は、基板アセンブリ１００″と基板アセンブリ２
００とが重なっている重畳領域を直接出ずに、バスライ
ン５と同じ階層に形成された末端予備配線パターン６ｈ
ｅにスルーホール７Ｈを通じて結合するようになってい
る。
【００５４】末端配線パターン６ｈｅは、かかる重畳領
域を越えて基板アセンブリ１００の縁部近傍まで延び上
述した結合部６ｐ（又は６ｐ′）を形成する。
【００５５】このような変形が上記各実施例に適用可能
であることも、上述した作用効果が同様に得られること
も明らかである。
【００５６】以上の各実施例及び変形例においては、先
述した従来技術と異なり、バスラインから絶縁層７を介
して導出されたパターン延長上に外部接続をなすものな
ので、バスラインに損傷や腐食といった影響を及ぼしが
たい構成が採用されている。また、実際に観測が必要と
なったバスラインのみをパターン形成後も自由に選択す
ることができて好ましい。さらに、観測後は予備配線パ
ターンからバスラインを切り離すこともできるので、バ
スラインの抵抗値や寄生容量の増加といった不具合にも
対処できて好都合である。いずれも、予備配線が予め絶
縁層を介して必要な全てのバスラインと交差させておく
とともに外部接続点を該バスラインから遠方に配置させ
るという形態からもたらされた効果である。
【００５７】上記結合部６ｐ及び６ｐ′には、特に限定
しないが、ＩＴＯ（インジウム錫酸化物）等の金属腐食
（酸化）に強い導電膜を用いるのが好ましい。
【００５８】なお、本発明において他に色々な改変例が
可能なことは言うまでもない。例えば、予備配線パター
ンは、表示領域の水平及び垂直方向にそれぞれ１本ずつ
設けるのではなく、各方向に複数本の予備配線パターン*

10
*を設けるようにすることもできる。
【００５９】また、上記実施例においては予備配線を用
いてバスラインの信号波形を観測する旨述べたが、信号
波形に限らず、抵抗値等、バスラインの電気的特性に関
する種々のパラメータを観測、測定することもできる。
【００６０】特に注記すべきは、本発明を適用すること
のできるバスラインが、いわゆる画素を直接的に駆動す
るための電極線としてのバスラインに限らないことであ
る。すなわち、本発明は、当該表示装置の画素電極と連
係して画素データの補助的な保持機能をなす蓄積キャパ
シタを形成するための、いわゆるＣｓ電極バスラインな
どにも適用可能である。かかるバスラインの詳細につい
ては、特開平７－２０９６６８号公報などに開示があ
り、これらを参照されたい。
【００６１】また、上記実施例では、ＣＯＧ方式及びＴ
ＡＢ方式の実装形態につき説明したが、本発明は、他に
も、導電ゴムコネクタ方式やヒートシールコネクタ方
式、ＣＩＧ（Circuit Integrated Glass）方式などにも
基本的には適用可能である。
【００６２】さらに、上記実施例においてはアクティブ
マトリクス方式の液晶表示装置を説明したが、本発明は
パッシブマトリクス方式のものにも適用可能である。
【００６３】このように、ここに記述された好適実施例
は例示的なものであり限定的なものではない。本発明の
範囲は添付の請求項により示されており、かかる請求項
の意味の中に入る全ての変形例は本発明に含まれるもの
である。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明による予備配線パターンの概要を説明
するための液晶表示パネルの平面図。
【図２】  本発明の第１実施例による予備配線パターン
及び外部接続の形態を概略的に示す表示パネルの一部拡
大平面図。
【図３】  図２のＩ－Ｉ断面図であって当該予備配線パ
ターンを用いて信号観測する態様を説明するための図。
【図４】  本発明の第２実施例による予備配線パターン
及び外部接続の形態を概略的に示す表示パネルの一部拡
大平面図。
【図５】  図４のＩＩ－ＩＩ断面図。
【図６】  本発明の第３実施例による予備配線パターン
及び外部接続の形態を概略的に示す表示パネルの一部拡
大平面図。
【図７】  図６のＩＩＩ－ＩＩＩ断面図。
【図８】  基板アセンブリの変形例を示す断面図。
【符号の説明】
１００，１００′，１００″…下側基板アセンブリ
２００…上側基板アセンブリ
１０ｄ…表示領域
３…ドライバＩＣ
４…水平バスライン
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４ｅ１…接続パッド
５，５

０
，５

１
，５

２
…垂直バスライン

６ｈ，６ｖ…予備配線パターン
６ｐ，６ｐ′…結合部
７…絶縁層
８…絶縁層
１０…ガラス基板
３００…液晶媒体
４００…封止部材
Ｌ

０
，Ｌ

１２
…レーザ光

７
０
…スルーホール *

12
*７

１－２
…切断部

５００，５００′…ＴＡＢテープ
５０ｐ，５０ｆ…延長配線パターン
５０Ａ…異方性導電材
２Ｐ…突起パターン
６００，６００′…プリント板
６０ｐ…接合部
６０Ａ…半田
６ｈｅ…末端予備配線パターン
７Ｈ…スルーホール
６ｈ′…基板貼り合わせ領域内予備配線パターン

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】

【図５】



(8) 特開２００２－１９６３５２

【図６】 【図７】

【図８】

  
─────────────────────────────────────────────────────
フロントページの続き
  
(71)出願人  590000248
            Ｇｒｏｅｎｅｗｏｕｄｓｅｗｅｇ  １,
            5621  ＢＡ  Ｅｉｎｄｈｏｖｅｎ，  Ｔｈ
            ｅ  Ｎｅｔｈｅｒｌａｎｄｓ

Ｆターム(参考） 2H092 GA32 GA43 GA47 GA48 GA51
                      GA60 HA25 JA24 JB22 JB31
                      MA32 MA34 MA56 NA15 NA16
                      NA29 NA30 PA06 



专利名称(译) <无法获取翻译>

公开(公告)号 JP2002196352A5 公开(公告)日 2008-01-31

申请号 JP2000372358 申请日 2000-12-07

[标]申请(专利权)人(译) 皇家飞利浦电子股份有限公司

申请(专利权)人(译) 皇家飞利浦电子股份有限公司的Vie

[标]发明人 HASHIMOTO KAZUYA
橋本和也

发明人 橋本 和也

IPC分类号 G02F1/1345

CPC分类号 G02F1/1309 G02F2001/136254 G02F1/1345

FI分类号 G02F1/1345

F-TERM分类号 2H092/HA25 2H092/NA29 2H092/GA60 2H092/MA32 2H092/NA15 2H092/JB22 2H092/MA56 2H092
/JB31 2H092/GA32 2H092/GA43 2H092/JA24 2H092/PA06 2H092/GA48 2H092/NA30 2H092/NA16 
2H092/GA47 2H092/MA34 2H092/GA51

其他公开文献 JP2002196352A

摘要(译)

[目的]可以自由选择要观察的总线，而不会引起诸如总线腐蚀的问题。 
[结构]基板10，其中限定了显示区域10d，并且由基板10支撑的基板10的
一端设置在显示区域的一个边缘的附近，并且设置在显示区域的与一个
边缘相对的另一边缘的附近。 一种液晶显示装置，具有布置在另一端并
且在该区域上彼此正交地延伸的两条串联总线（4、5）。 该装置延伸成
与要通过电绝缘层7观察的一条总线的所有总线（4或5）的另一端相交，
并且与另一条线的另一条相交。 总线（5或4）具有导电的初步布线图案
6h和6v，其被引到一端侧上的预定位置以形成可以电连接到外部的耦合
部分6p。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/2290c2c8-f8dd-4ce5-82c7-c4d0031ca53f

